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事業基本計画の参考事例②（水産環境整備事業）
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また、藻場整備にあたっては、●●地区の藻場の保全活動を実施している
「●●の藻場を守る会」の取組と連携し、着実な効果発現を図る。追記
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また、持続可能な水産物の生産体制の構築に向け、●●地区資源管理計画
など水産資源管理の取組との連携を図るほか、施工時にCO2排出の少ない
工法を採用するなど環境負荷低減を図る。追記
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事業基本計画の参考事例③（水産物供給基盤機能保全事業）

水産物供給基盤機能保全事業基本計画書
（保全工事の実施）

（別記様式第２－１号）

１ 地区名
○○地区

２ 位置図等

都道府県名 ○○県 漁港管理者名 ○○市 事業主体名 ○○市 所管名 離島

対象漁港名
（所在地）

○○漁港(○○県○○市○○)

位置図

漁港位置図
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３ 計画内容

計画期間 令和3年度～令和8年度 計画事業費 ４７百万円

計画概要 保全工事の実施

機能保全計画に基づく日常点検、定期点検について、UAVを活用した計測を行っており、工
事の実施に必要な測量調査についても、新技術を活用する予定。

本事業では、将来要求性能を下回る施設についても、５年間の期間で計画的に実施すること
により予算の平準化に努める。
・北防波堤 L=〇m 本体工腹付け＋上部工の打換え（嵩上げを含む）

本体工、上部工において、老朽化が発生しており、将来要求性能を下回るおそれがある。
また、近年越波が頻発しており、静穏度が悪化していることから、保全工事と合わせて、耐波
性能を向上させる工事を行う。
・南護岸 L=〇m 裏埋工（吸出し防止含む）＋エプロン打換え
エプロンにおいて、裏埋土の流失に伴う著しい沈下、陥没が見られ、要求性能を下回る可能

性があることから、吸出し防止対策と合わせて、エプロン打換えを行う。
・-2.0m物揚場 L=〇m 鋼矢板 被覆防食＋電気防食
鋼矢板において、発錆、腐食が見られ、将来要求性能を下回るおそれがあることから、防食

工を行う。

工事実施の
有効性

①○○漁港において、外郭施設、係留施設の保全工事を実施することにより、
安全安心な漁業活動の確保を図ることができる。
②保全工事と合わせて、耐波性能を向上させる工事を一体的に実施することに
より、分割して実施するよりも50年間のLCC縮減が図られる。
③機能保全計画、点検記録については、電子化済みであり、今後、国、県の動
向を見ながら、漁港台帳の電子化を図っていく。

工事実施に
向けた体制

①○○市の財政状況は、令和〇年度決算において収支が均衡しており、財政的
な基礎が整いつつある状況である。漁港施設の長寿命化、LCCの縮減を図る本
事業の実施は、予算の平準化の観点からも有効と考えており、財政状況及び負
担能力からも問題はない。
②地元漁業協同組合や漁業関係者も水産業の振興、地域振興に欠かせない○○
漁港の機能保全を要望しており、工事の実施に対する協力体制が整っている。
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４ 対象魚港一覧
○○漁港（漁港番号 ） （平成30年港勢調査）

漁港種類 第１種 所管 離島 漁港所在地 ○○市○○

地域指定 離島地域、過疎地域

属地陸揚量 140 ﾄﾝ 属人陸揚量 140 ﾄﾝ 属地陸揚金額 87百万円

登録漁船数 44 隻 利用漁船数 56隻 利用遊漁船等 -隻

採択要件 a利用漁船の実隻数が50隻程度以上

主要な漁業種類 小型底びき網、敷網、刺網、定置網

主な魚類
かたくちいわし、かれい、いかなご、つぶ、ほっきがい、かざ
み類

地区の特徴

本地区は、本土の○○港から南方〇kmの○○諸島にある○○
島北岸に位置し、○○島唯一の○○漁港を有している。
○○漁港は、第〇次漁港整備計画における改修事業により、

外郭施設、係留施設の充実が図られ、古くからおこなわれてき
た小型底引き網、定置網漁の効率化、軽労化が図られている。
近年では、「○○地区浜の活力再生プラン」に基づき、漁村

交流人口の増加に向けた施設の整備や高付加価値化が進められ
ている。

水産基盤の役割

○○漁港は、○○島における小型底引き網、定置網漁の生産
拠点としての役割とともに、○○島唯一の玄関口として定期船
の発着場としての役割も有している。
本漁港の長寿命化を図りつつ更新コストを縮減していくこと

は、地域の持続、発展のためにも重要である。

５ 漁港施設及び漁場の施設一覧

種類 名称 規模（延長等）
健全度の
評価時期

健全度の
評価結果

工事実施又
は機能保全
計画見直し
の実施の対
象施設

実施時期

外郭施設 北防波堤 L=〇m R2.9 B 〇 R5～R8

外郭施設 南護岸 L=〇m R2.11
A
D

● R3～R4

係留施設
-2.0m物
揚場

L=〇m R2.9 B 〇 R4～R6

係留施設
-1.5m物
揚場

L=〇m R2.8 C

係留施設
-1.0m物
揚場

L=〇m R2.8 C

水域施設 泊地 A=〇m2 R2.7 D
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６ 機能保全計画の概要
別記様式第１５号のとおり

７ 漁港施設の管理状況
日常の管理については、担当職員が目視により状況の把握を行っている。目視

による変状の有無を確認し、変状があった箇所については簡易調査（重点項目）
により変状の規模の把握を行い、前回調査から５年経過後、台風通過後、地震
（震度５以上）発生後には、簡易調査（簡易項目）をチェックシートに基づき調査を
行うものとする。また、日々の管理により、施設としての機能が低下している場合
は、単独費において補修を行い、機能の保持を図っている

８ 計画平面図
別紙のとおり

９ 写真
別紙のとおり

10 漁港の機能分担・有効活用推進事業基本計画（第１の３の（１）のウの事業を行う場合）

11 機能保全計画の見直しを行う場合にあたっては、新技術の導入等により、確実にライフ
サイクルコストの低減が図られることを示す資料
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添付する写真は、
○「保全工事の実施」の場合 対象施設ごとに劣化状況などがわかるものを添付
〇「機能保全計画の見直し」の場合 代表的な工種のものを添付
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○○漁港計画平面図

（撮影〇年〇月）
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